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 1972年 6月に，大阪証券取引所 2部に上場し，1980年 7月に東証 2部，1983年 6月に，
東証，大証 1部に上場した。1984年 6月，太陽工業に資本参加し，埼玉モリ工業（現・関東モ
リ工業）に社名を変更した。12 月に在阪の子会社 4 社（しろがね産業，竹田工業，モリ・ステンレ
ス建材，森製作所）を合併させ，モリ金属を設立した。1992年 6月に東洋パイプ工業に資本参加
した。2001 年 3 月現在，モリ工業株式会社グループには，モリ金属，関東モリ工業，東洋パ
イプ工業 3つの関連会社，福岡，大阪，関東，関東東，名古屋 5つの配送センター，埼玉，名





                                                          























図 1 主要製品の製造工程図 
資料：『有価証券報告書』 































                                                          
 3) 『モリ工業六十年史』（1990年）115－116頁。 































                                                          
 5) 『日本経済新聞』1999年 12月 14日。 
 6) 『日本経済新聞』2000年 1月 25日。 
 7) 『日本経済新聞』2000年 5月 11日。 








モリ工業の 1982年 12月期（第 40期）から 2001年 3月期（第 59期）の『有価証券報告書』
によれば，1982年 12月期の総売上高は 166億 7,200万円で，2001年 3月期の総売上高は 312
億 2,200万円であり，20年間で総売上高を 2倍へと伸ばしている。売上高を各部門別に見てみ




ス加工品部門は，1982 年以来つねに総売上高の 4 割を維持し，第一位だったステンレス管部
門を抜いて，1999年時点においては，総売上高に占める割合としてトップ（ステンレス加工品部
門 43％，ステンレス管部門 42.7％）になっている。ステンレス管部門は 18年間で売上高に対する







注：1999年以降連結会計のためそれ以前の統計は接続しない。1988年は決算期を 12 月 15日から 3月 31日に変
更したため，46期の事業年度は 1987年 12月 16日から 1988年 3月 31日までである。 









ステンレス管部門の 1999年度実績は総売上高の 41％であり，その内装飾・建材用 19％，自








年以降 95，96年の米，欧，アジアの好況や 97年には配管用 JIS表示許可の取得と関東圏での
製造，販売などにより売上高は前年比増を示し，1997年には 95年の 137億 5,000万円を上ま















二つの販売経路を取っている。この比率は 1983年（問屋 60：直販 40）である。1987年には（50：
50）で取引の半分を直販で行っていた。以降 88年（72：28），90年（72：28），92年（75：25），






















鋼管部門の総売上高に占める割合は 10％であり，その内建設仮設材用 2％，自動車用 1％，
スチール家具用 1％，自転車用 1％，その他 5％である（1999年実績）。鋼管部門は 1982年当初
より需要の低迷から市況が冴えない状態が続いており，その売上高は 1985年に 68億 8,700万
円，1991年の 68億 5,500万円以外はほぼ 60億円から 64億円で推移している（1982年～1992
年）。1985 年の 68 億 8,700万円の売上高はこの時期（1982～1992年）最高を示した。1993 年
現代鉄鋼企業の一考察（長島・北山・楊・宋） 63 
以降はスチール家具，建設仮設材用，自転車用など全般的に落ち込みが大きく 1994 年の売上
高は 49億 6,200万円，1998年には 37億 1,900万円，1999年には 29億 600万円へと減少が




























                                                          
 8) 岡本博公『現代企業の生・販統合』（新評論，1995年 7月）143－145頁。 










                                                          
 9) ただし，在庫問屋の在庫も商社やメ－カ－のものであり，自らもっているものではない（同社より聞き取り）。 
10) 『有価証券報告書』 
 図 4 モリ工業のステンレス製品流通経路 


































運送体制を構築している（『季刊鉄の世界』第 116号，2001年 3月，32－37頁）。 
立命館経営学（第 40巻 第 6号） 66 
しようとしているのである。 
 
（本稿作成にあたっては，モリ工業社長森宏明氏をはじめ同社関係者の皆様にお世話になった。記して謝
意を表明する。） 
 
